
地
を
長
崎
県
か
ら
無
償
で
譲
り
受
け
、
長
崎

市
の
費
用
で
校
舎
を
解
体
し
、
土
地
を
造
成

し
て
製
造
業
の
企
業
を
誘
致
す
る
議
案
と
補

正
予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
は
環
境
経
済
委
員
会
で
の
審
議
と
な

り
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
議
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
を
付
け

て
の
賛
成
で
し
た
。

（
私
は
建
設
水
道
委

員
会
所
属
の
た
め
に

委
員
会
に
は
出
席
し

て
い
ま
せ
ん
）

跡
地
問
題
は
地
元

か
ら
平
成
20
年
３
月

の
閉
校
後
に
市
議

会
・
県
議
会
へ
宿
泊

型
の
施
設
な
ど
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
提
案

は
地
元
の
方
は
賛
成

の
立
場
だ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
私
も
「
若

年
者
の
雇
用
を
確
保

で
き
る
製
造
業
」
が

誘
致
で
き
れ
ば
校
舎

の
解
体
費
や
土
地
の

造
成
費
は
有
効
だ
と

理
解
し
ま
す
。

環
境
経
済
委
員
会

で
審
査
が
混
乱
し
た

要
因
と
し
て
、
県
・

市
の
連
携
が
不
十
分

だ
っ
た
の
に
加
え
議

会
へ
の
経
過
説
明
不

晩
秋
の
候
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

本
議
会
で
議
案
に附帯

決
議
を
付
け
る

９
月
議
会
で
旧
県
立
長
崎
南
商
業
高
校
跡
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

足
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

議
会
も
附
帯
決
議
を
付
け
た
以
上
、
行
政

と
一
丸
と
な
っ
て
企
業
誘
致
を
早
期
に
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
は
年
齢
関
係
な
く

楽
し
く
し
ま
し
ょ
う

９
月
30
日
に
「
市
民
体
育
・
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

に
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
参
加
者
で
70
歳
以
上
の
方
が

表
彰
さ
れ
、
表
彰
を
授
与
さ
れ
た
最
高
齢
者

は
93
歳
の
方
で
し
た
。
今
年
は
１
６
２
名
が

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
、
最
年
少
者
は
16
歳
、

最
高
齢
者
は
93
歳
と
年
齢
層
が
広
い
競
技
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
私
も
長
崎
市
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
の
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
の
で
、
練
習
し
て
出
場
し
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
が
、
２
ゲ
ー
ム
投
げ
て
腕
が
パ
ン

パ
ン
に
な
る
の
に
市
民
体
育
祭
は
予
選
会
が

６
ゲ
ー
ム
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
の
練
習
が

必
要
と
な
り
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
な
と
思

い
つ
つ
、
年
齢
が
関
係
な
く
楽
し
く
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
は
良
い
な
と
思
っ
た
１
日
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
し
ま
す

市
民
の
代
表
と
し
て
市
民
の
声
を
市
政
へ

反
映
し
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ

く
り
」
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

去
る
７
月
30
日（
月
）〜
８
月
１
日（
水
）の
日
程
で
昨
年
３
月
11
日

に
未
曾
有
の
大
震
災
を
受
け
ま
し
た
宮
城
県
の
石
巻
市
と
名
取
市
に
出

向
き
、
震
災
後
の
現
状
に
つ
い
て
同
僚
議
員
と
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

石
巻
市
で
は
、
平
成
24
年
６
月
１
日
で
仮

設
住
宅
は
、
団
地
数：

１
３
４
団
地
で
入
居

戸
数：

７，
１
５
３
戸
（
入
居
者
数：
１
６，

７
８
８
人
）
で
私
た
ち
は
、
入
居
戸
数：
５

４
０
戸
（
大
橋
団
地
）
で
石
巻
市
職
員
と
社

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
の
方
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
入
居
者
の
問
題
は
①
近
隣
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
②
今
後
の
生
活
展
望
が
見
え
な

い
こ
と
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
、
行
政
の
問
題

点
は
、
職
員
が
不
足
し
て
い
る
等
が
あ
る
よ

う
で
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
訪
問
支

援
員
（
20
名
）
が
担
当
団
地
に
お
け
る
仮
設

住
宅
の
巡
回
・
見
守
り
を
実
施
し
て
入
居
者

の
生
活
相
談
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
石
巻
市

は
、
職
員
不
足
対
策
と
し
て
新
規
職
員
採
用

を
行
え
ば
将
来
の
財
政
面
で
厳
し
い
と
の
説

明
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
長
崎
市
も
職
員
を

被
災
地
へ
派
遣
し
て
い
る
が
短
期
派
遣
で
は

な
く
、
１
〜
２
年
間
の
長
期
派
遣
す
る
こ
と

が
被
災
地
の
復
興
を
手
助
け
で
き
る
と
思
い

ま
し
た
。

災
害
廃
棄
物
処
理
施
設
の
現
状

に
つ
い
て

石
巻
市
で
宮
城
県
が
所
管
す
る
災
害
廃
棄

物
処
理
施
設
の
調
査
で
は
、
処
理
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
国
・
宮
城
県
で
は
、
発
災
後
３
年
以

内
の
処
理
完
了
を
目
標
に
平
成
26
年
３
月
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
炉
等
の
施
設
は
、
宮
城
県
で
26
機
・

仙
台
市
で
３
機
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
現
在

15
機
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
広
域
処
理
で
は

既
に
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
都
市
は
継
続
し

て
い
ま
す
が
、
新
た
な
都
市
に
は
受
け
入
れ

を
宮
城
県
は
見
送
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
目
標

年
度
ま
で
に
処
理
が
出
来
る
の
か
心
配
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ガ
レ
キ
置
き
場
の
現
状
に
つ
い
て

石
巻
市
と
名
取
市
の
調
査
で
は
、
重
機
が

入
れ
な
い
箇
所
を
除
き
、
散
乱
し
た
ガ
レ
キ

は
ほ
ぼ
終
了
し
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
家
屋
等
の
解
体
に
伴
う
ガ
レ
キ
や
海
中

か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
ガ
レ
キ
、
集
団
移
転

や
復
興
計
画
と
の
調
整
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
解
体
に
は
少
な
く
と
も
平
成
24
年
度

い
っ
ぱ
い
か
か
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
地
が
少
な
い
地
域
で
は
一
時
仮

置
き
場
の
絶
対
的
な
容
量
不
足
の
状
態
で
、

①
学
校
や
仮
設
住
宅
等
、
生
活
空
間
に
近
い

場
所
に
も
仮
置
き
場
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い

状
況
②
高
く
積
ま
れ
た
ガ
レ
キ
に
よ
り
、
自

然
発
火
に
よ
る
火
災
や
ハ
エ
等
の
衛
生
害
虫

の
発
生
、
悪
臭
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
で
感
じ
た
こ
と
は
、
国
民
と

し
て
言
葉
だ
け
の
絆
で
は
な
く
、
被
災
を
受

け
て
い
な
い
地
域
の
人
が
、
被
災
地
・
被
災

者
を
本
当
に
手
助
け
し
て
早
急
に
復
旧
・
復

興
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
も

私
は
行
政
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、今
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
等
を
考
え

て
い
き
ま
す
。（
本
当
に
大
震
災
か
ら
１
年

４
カ
月
後
の
現
状
を
担
当
者
か
ら
直
接
聞
く

事
が
で
き
、
更
に
は
現
場
を
視
察
で
き
た
こ

と
は
私
に
と
っ
て
意
義
深
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
）

同僚議員と「仮設住宅」前にて

新設された「廃棄物処理施設」

山積みされた「ガレキ置き場」

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
問
し
ま
し
た



ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
個
別
接
種
）

に
切
り
替
え
る
た
め
、
医
療
機
関

に
対
す
る
接
種
委
託
料
等
を
増
額

す
る
。

g

当
初
予
算
…
３
億
５，
８
２
１
万

３
千
円

◆
未
就
職
卒
業
者
緊
急
就
職
支
援
費

…
２，
１
６
１
万
３
千
円

卒
業
後
３
年
以
内
の
未
就
職
卒

業
者
を
対
象
に
必
要
な
知
識
や
技

術
等
を
取
得
す
る
研
修
や
民
間
企

業
で
実
践
的
な
職
場
研
修
を
行

い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人

材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
正
規

就
業
に
つ
な
げ
る
。

g

雇
用
者
数
　
15
人

◆
企
業
立
地
用
地
整
備
事
業
費

長
崎
南
商
業
高
校
跡
地

…
１
億
８，
６
２
０
万
円

企
業
立
地
用
地
と
し
て
整
備
す

る
た
め
、
長
崎
県
か
ら
贈
与
を
受

け
る
長
崎
南
商
業
高
校
跡
地
の
校

舎
の
解
体
等
を
行
う
。

g

平
成
24
年
度
　
校
舎
解
体
工
事

等

g

平
成
25
年
度
　
造
成
工
事
等

◆【
単
独
】都
市
下
水
路
整
備
事
業
費
　

岩
原
都
市
下
水
路

…
４，
３
０
０
万
円

一
部
残
っ
て
い
た
大
黒
市
場
の

移
転
同
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
岩
原
都
市
下
水
路
暗
渠
上
の

残
り
の
大
黒
市
場
部
分
に
つ
い

て
、
建
物
解
体
等
を
行
う
。

◆
土
地
開
発
基
金

…
40
億
６，
５
１
３
万
６
千
円

土
地
開
発
公
社
の
平
成
24
年
度

末
の
解
散
に
伴
い
、
公
社
保
有
地

を
土
地
取
得
特
別
会
計
で
取
得
す

る
た
め
に
、
そ
の
財
源
を
土
地
開

発
基
金
に
積
み
立
て
る
。

◆
【
単
独
】
防
空
壕
保
存
整
備
事

業
費
平
和
公
園
防
空
壕
群

…
９
９
０
万
円

平
和
学
習
の
場
と
し
て
の
活
用

を
図
る
た
め
、
平
和
公
園
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
横
の
平
和
公
園
防
空
壕

群
に
つ
い
て
、
公
開
に
向
け
た
保

存
整
備
を
行
う
。

g

完
成
予
定
　
平
成
25
年
３
月

g

当
初
予
算
　
３
０
０
万
円

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
費

…
２，
０
９
６
万
５
千
円

放
課
後
児
童
健
全
育
成
費
に
お

い
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登

録
児
童
数
お
よ
び
障
が
い
児
受
入

ク
ラ
ブ
数
等
が
予
定
を
上
回
っ
た

こ
と
に
よ
り
運
営
費
等
補
助
金
を

増
額
す
る
。

g

当
初
予
算
…
４
億
６，
５
４
５
万

５
千
円

◆
定
期
予
防
接
種
費

…
１
億
５
３
５
万
９
千
円

９
月
１
日
か
ら
ポ
リ
オ
の
定
期

接
種
ワ
ク
チ
ン
を
生
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
（
集
団
接
種
）
か
ら
不
活
化

◆【
補
助
】道
路
新
設
改
良
事
業
費

松
山
町
大
橋
町
線（
道
路
構
造
物

補
強
）

…
３，
２
０
０
万
円

国
庫
補
助
の
追
加
内
示
に
伴

い
、
災
害
に
強
い
道
路
の
整
備
を

行
う
た
め

道
路
新
設

改
良
事
業

に
お
い
て

市
道
松
山

町
大
橋
町

線
の
本
原

橋
の
補
修

工
事
を
行

う
。

◆
自
然
体
験
型
宿
泊
研
修
施
設
整
備
費

〈
仮
称
〉
日
吉
自
然
の
家

…
１，
３
０
０
万
円

老
朽
化
し
た
日
吉
青
年
の
家

（
昭
和
46
年
３
月
開
設
）
を
自
然

体
験
型
宿
泊
研
修
施
設
と
し
て
建

て
替
え
る
た
め
、
基
本
設
計
に
着

手
す
る
。

g

定
員
　
80
人→

１
２
０
人

g

供
用
開
始
（
全
面
）
平
成
29
年

４
月
予
定

【
第
71
号
議
案
】

長
崎
市
市
道
の
構
造
の
技
術

的
基
準
を
定
め
る
条
例

地
方
分
権
改
革
一
括
法
の
制
定

に
伴
い
、
長
崎
市
で
は
、
斜
面
都

市
と
し
て
の
地
形
的
特
性
を
考
慮

し
て
、
縦
断
勾
配
な
ど
、
道
路
構

造
令
よ
り
も
緩
和
し
た
市
道
の
構

造
基
準
を
条
例
化
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
道
路
線
の
認

定
基
準
に
つ
い
て
も
次
の
と
お
り

緩
和
す
る
。

平
成
24
年
９
月
議
会

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

一般会計補正予算・36議案可決される！一般会計補正予算・36議案可決される一般会計補正予算・36議案可決される！一般会計補正予算・36議案可決される！

総額2,131億円（一般会計予算）

【
第
88
号
議
案
】

負
担
付
き
の
贈
与
を
受
け
る

こ
と
に
つ
い
て

〈
概
要
〉

企
業
立
地
用
地
と
し
て
整
備
す

る
た
め
、
長
崎
県
か
ら
長
崎
南
商

業
高
校
跡
地
に
つ
い
て
負
担
付
き

の
贈
与
を
受
け
る
と
と
も
に
校
舎

の
解
体
等
を
行
う
。

〈
贈
与
の
内
容
〉

土
　
地：

学
校
用
地

４
１，
２
７
２
・
４
５
㎡

建
物
等：

旧
長
崎
県
立
長
崎
南
商

業
高
等
学
校
校
舎
等

９，
３
１
９
・
４
８
㎡

〈
県
有
財
産
譲
与
契
約
の
概
要
〉

指
定
用
途：

譲
与
物
件
を
企
業
立

地
用
地
お
よ
び
道
路
、
公
園
、
緑

地
等
の
用
途
に
供
す
る
た
め
、
市

が
校
舎
等
の
解
体
・
撤
去
を
行
う

と
と
も
に
、
公
共
用
地
の
管
理
を

行
う
。

指
定
用
途
の
期
間：

用
途
の
指
定

期
間
は
、
契
約
締
結
日
か
ら
起
算

し
て
10
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
企

業
立
地
用
地
に
つ
い
て
売
却
に
よ

り
そ
の
目
的
を
達
し
た
と
き
は
、

そ
の
と
き
ま
で
と
す
る
。

本
義
案
は
、
企
業
立
地
用
地
お
よ
び
公
共
用
地
と
し
て
、
長
崎
県
か

ら
旧
長
崎
南
商
業
高
等
学
校
の
土
地
、
建
物
等
に
つ
い
て
負
担
付
き
の

贈
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
市
の
経
済
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
人
口
増
対
策
や
若
者
の

雇
用
拡
大
、
地
域
振
興
と
い
う
意
味
で
は
、
企
業
誘
致
は
効
率
的
か
つ

即
効
性
の
あ
る
最
も
有
効
的
な
手
段
で
あ
る
こ
と
は
一
定
理
解
で
き

る
。
今
回
の
贈
与
に
つ
て
は
そ
の
条
件
に
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、
地
域

の
発
展
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
と
も
早
期
の
段
階
に
お
い
て
優
良
企
業
を
誘

致
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
本
市
の
発
展
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
今
回
の
贈
与
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
・
市
が
一
体
と

な
っ
て
地
元
と
十
分
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
地
域
経
済
の
浮
揚
の
た

め
、
強
い
意
志
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

議
会
と
し
て
明
確
な
意
見
を
付
し
て
強
く
要
請
す
る
。

１．

企
業
誘
致
の
早
期
実
現
の
た
め
、
本
市
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す

る
こ
と

２．

用
途
指
定
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
状
況
に
応

じ
て
県
と
協
議
を
行
い
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

３．

廃
校
か
ら
今
日
ま
で
、
跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
議
会
へ
の
説
明
が

不
十
分
で
あ
り
、
審
議
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
反
省
し
、
適
時
、
企
業
誘
致
の
経
緯
を
報
告
す
る

こ
と

４．

学
校
施
設
か
ら
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
の
理
解
を
十
分
に
得
る
こ
と

５．

交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と

６．

将
来
的
な
企
業
立
地
に
よ
る
雇
用
拡
大
計
画
を
早
期
に
示
す
こ
と

平
成
24
年
９
月
28
日

長
　
崎
　
市
　
議
　
会

【
第
72
号
議
案
】

長
崎
市
市
道
に
設
け
る
案
内
標

識
等
の
寸
法
を
定
め
る
条
例

〈
経
緯
〉

地
方
自
治
体
の
自
主
性
を
強
化

し
、
自
由
度
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

「
地
域
の
自
主
性
お
よ
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」
が
平
成
23
年
５
月
２

日
に
公
布
さ
れ
、
道
路
法
を
含
む

関
係
法
律
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

道
路
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
本
市
が
管
理
す
る
市
道
に

設
け
る
案
内
標
識
お
よ
び
警
戒
標

識
な
ら
び
に
こ
れ
ら
に
附
置
さ
れ

る
補
助
標
識
の
寸
法
を
条
例
で
定

め
る
必
要
が
生
じ
た
。

〈
長
崎
市
市
道
に
設
け
る
案
内
標
識

等
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
に
お
け

る
独
自
基
準
〉

本
条
例
で
は
、
本
市
に
狭
い
道

路
が
多
く
、
車
両
の
通
行
に
支
障

が
あ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
道
路
標
識
、
区
画
線
お
よ
び
道
路

標
示
に
関
す
る
命
令（
標
識
令
）」

に
お
い
て
縮
小
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
警
戒
標
識
の
寸
法

を
縮
小
可
能
と
し
た
。（
案
内
標
識

お
よ
び
補
助
標
識
に
つ
い
て
は
、

標
識
令
に
お
い
て
縮
小
規
定
あ
り
。）

旧県立長崎南商業高等学校

長
崎
市
議
会
・
平
成
24
年
９
月
定
例
会
は
９
月
10
日
（
月
）
に
開

会
し
、
28
日
（
金
）
に
最
終
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
（
約
68
億
１，
１
０
０
万
円
）
と
36
議
案
が
可

決
・
同
意
し
閉
会
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
は
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
い
、
公
社
の
保
有

地
を
取
得
す
る
財
源
と
し
て
土
地
開
発
基
金
に
約
40
億
円
積
み
立
て

る
支
出
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

条
例
改
正
議
案
は
、
地
域
主
権
改
革
の
中
で
、
各
自
治
体
の
裁
量

権
が
広
げ
ら
れ
た
事
に
伴
う
条
例
改
正
が
大
半
で
あ
り
ま
し
た
。

議
案
の
中
で
「
負
担
付
き
の
贈
与
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
」
は

行
政
側
の
今
日
ま
で
の
対
応
の
不
味
さ
か
ら
、
本
会
議
で
附
帯
決
議

が
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主主

なな

議議

案案

主主
なな
補補
正正
予予
算算

第
88
号
議
案

「
負
担
付
き
の
贈
与
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
」

市が建設する場合や寄附によ
り取得する道路について、縦
断勾配を緩和する。

建築基準法の関係上、４ｍ以
上を原則とする。

車が進入できる幅員が確保で
きているか等を考慮して個別
に判断することとする。

原則として蓋付きの側溝が整
備されてることを条件とする。

縦断勾配

道路幅員

曲線半径

側　　溝

最大　12％
ただし、交通量等によっては、

最大25％程度までは認める。

４ｍ以上

15ｍ以上

原則　蓋付き

最大　17％
ただし、交通量等によっては、

最大25％程度までは認める。

現行どおり

原則 15ｍ以上

現行どおり

現　　　行 見直し後

ラッキーボウル近くの「本原橋」現在の「日吉青年の家」


